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　水原 ：先ず統制しやす い もの か ら始め ， 統制の 困難 な

もの は や れ た らや り韋い が 。

　竹内（干 葉大）： こ の 資料か ら学級別や教師別 の プ ロ フ

ィール が で きよ う。 そ 5 して 比較研究を して み た らど う

か 。

　村瀬 ：学級の プ ロ フ ィ
ール は で きて い る 。 しか し教師

の 方は 個人差が あ る 。 それ故，今回 は ， 統計的 に処理 し

た の で あ る。

　以上熱心な討議が 交れされたが 時間がきた の で 打切っ

た 。 　　　　　　　　 （角谷辰次郎 ・田中熊次郎）

11．　 集団 力学 ・学級集団

420 パ ー
ソナ リテ ィーに つ いて の集団の価

　　　　　　　　　　　龝 山 貞 登（東京工 業大学）

　
「
個入 差 の あ る 成員の 集団に お い て ， 個人 の 価 と 集団の

価との 関係を検討する た め ， 東京工 大性格調査表の 項 目

を Ω ソ
ー

トさせ た 結果に っ い て （3，
6

，

・12
，
18

，
12

， 6，

3，計60項 目で ・ 東京 工 大1 年生 30 名に よ る），各成員 の

2者間 の 相関 （435 対）， 評定法 と 見 な して の 総合得点（ 

と す る），C と 各成員 との 相関を 算出す る と と もに ，　 C を

加 え て 31を全体 と して 因 子 分析を 行 な つ た 。435の r の

Z は ，正規分布する と思わ れ るが ， 個人差 は大 で ，有意な

相関 を もつ 相手の 数 で 成員を 分類す る と bimoda1，　 C の

成員 に対す る相関は 成員間の そ れ に 比 して 非常に 高い
。

因子分析 は ，C の 負荷量がぎわめ て 大な 1因子 ，
　 C の 負

荷量が きわ め て 0 に 近 い 2 因子 の 存在を 予想 し て 行なわ

れ，前 者 （ideal 因子） と後者 の うち の ZP −SN 因子 の

欄 係に お い て ， Cが実際の 成員 と 離れ て 位置す る こ と ，

成 員が ま と まつ て ， 有意 な溝造 を 示 す こ とを 認 め た 。 集

団の 価 は ， そ の 抽象性を検討 し た 上 で な らば ， 利用 する

こ とが 可 能で あ り ， と くに idealな もの との 構造的関連

を 指標 と考え るQ

421 集団の心理学的構造分析と

　　　　発達的傾向の考察

　一 と くに 確率構造 マ ト リ ッ ク ス との 比較か ら一

　　　　　　　　　　　田中熊次郎（東京学芸大学）

　幼児か ら成入ま で の 各時期 の 集団 （す べ て 公 式集団，

計 119）に ソ シ ナ メ ト リ ッ ク ・
テ ス トを 実施 し ， その 資料

か ら各集団の 親和反発的関係構造を と らえ ， な お発達的

傾 向を 考察す る a その た め ，確率構造 マ ト リ ッ ク ス を尺

度と して 実際の 構造 マ ト リ
ッ

ク ス を検討す る 。 実際の 構

造 マ ト リ ッ ク ス は 相互選択を基本と し て作製し ， それ に

模擬 しなが ら Monte 　Carlo　Simulationを 反 復しそ の 平

均 か ら標準確率構造 マ トリ ッ ク ス を作製す る e 各集 団に

っ きこ れ ら 2 つ の マ ト リ ッ ク ス の 比較を行 い ，次 の こ と

が わ か つ た 。

一般に 各時期 の 集団 を通 じて ， 1 下位集団

集中傾向，2 孤 立 者分離傾向，3 周 辺 者減少傾向， 4 上

方選択傾向 ， 5 下方排斥傾向な どが認め られ る 。 しか し

細 か くみ る と ， 1 。3 は 発達 と と もに 顕著 と な る が，2
　　　　　　　　　　　 1

・5 は児童期に お い て 最も著し く， その 後は 発達 と と も

に緩和され る。以上 の 事実 を総合 して 考えると ， 集団成

員 の 親和反発関係 の 偏倚は ，構造次 元 で み た 場合 ， 児童

期 に お い て 最も大き く，

』
青年前期が こ れ に次ぎ，そ の 後

は 小 さ くな る とい つ て よ い 。．

422　凝集性と生産性に対する協同と競争の効果

　　　　　一 祉会的学 習論 の 立場 か ら一

　　　　　　　　　　　　　古 旗 安 好（福島大学）

　主要 な 2 点に つ い て 次の よ うに 考察 さ れ た 〇

一
つ は

Perf．に つ い て 。 5 年 73gr で は どの 課題に 関 し て も協

同は 競争 に まさる （p〈．01）。6 年 60gr で も同様 （pく

．05）。しか し凝集性 の レ ベ ル の 差 （低 LC 中 MC 高 HC ）

に よ る Per£ 　の 相違 は み られない 。 た だ等価とみ られ

る課題 IV 聞の 進歩度の 検定か らは ，課題 の 性質に よつ

て ，
Cohes 。の レ ベ ル と ，

　 Perf．と の 関連が暗示され る 。

っ ぎに ，Cohes．の 変化 に 及ぼす効果 に つ い て。　 LCgr

で は 協 同は Cohes．を高め る （Pく．Ol）が ，注目すべ ぎ

は LC 競争群 で も信頼水準 1 ％ で Cohes．を 高め る と い

え る こ と で あ る。だ が MC 十 HCgr ．で の 変化を み る と ，

競争で は 明らか に消極的方向 へ （p〈．01），協同 で は 積極

的方向 へ （p＜ ．02）増加す る 。
つ ま り競争状況は 特 に 比

較的凝集性 の 高 い レ ベ ル の 集団講造 を破壊する傾向が あ

る と い わなければ ならな い
。

　今後の 問題，言語的相互作用があ る競争状況 の 集団過

程 に つ い て ，協同 との 比較研究を 通 し て 検討す る 。

423　小集団に おける凝集性 と行動 類型

　
一

教育場 面へ の 叩 IRCI理論
”
導 入 の 試 み

一

　　　　　　　　　　　　　春 日　　喬 （東京大学）

　W ．C ．　Schutz は 1958年 に
“FIRO 理 論

”
と 呼ばれ る

対人関係行動 に 関す る新 し い 理 論 を 発表 し，こ の 理 論を

発展 ざせ る こ とに よ る対人関係行動予測 の 可 能性，集団
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構造の 把握 と集団 の 発達変容把握 の 可能性を 示唆した。

FIRO は Fundamental 　Interpersonal　Relations　Orien ・

tations の 略 で
“
基本的対人関係志向

”
を 意 味 す る 。

Schutz は ， 対人関係欲求に っ い て仮定された包容 ， 統

御，愛情の 3 つ の 次元か ら対人関係行動を捉え ， こ れ に

基づ い て 対人間の 共存可 能性の 程度を ， 両立性　（Com −

patibility）と して 数量 的に 示 し得る と考え る 。 本研究は

こ の FIRO 理 論 に 基づ き ，中学生 男子 5 人集団20組に つ

い て ， 自由会話 ， 課題討議 ， 集団作業を 行わ せ て ， 対人

間 の 認知を形成させ た後 ， 対入関係志向を FIRO −B 尺

度で 調 べ ，集団凝 集性 と両 立 性 に 関 す る理 論 の 仮説の 検

証を試 み ， 同時に ， 小集 団に お け る凝集性と
“
対人関係

志 向
”

に つ い て 検討 し ・FIRO 理 論 の もつ 教育場面 で り

有用性 に つ い て の 手掛 りを 得 よ うと試 み た もの で あ る 。

424　場面集団活勳の 一考察

　　　○黒江静子 ・松村康平 ・野 口 は つ 江

　　　　　　　　　　　　　　　（お 茶の 水女子大学）

　前回 大 会 発 表 の 場 面転換 の 研究にひ きつ づ い て ， 日常

生 活場面で の 場面集団活動 に 対応 させ て ，場面の 特性を

明 らか に し ， 次の 点 を 中心 に 考察す る こ と を 目的 と し

た。  　場 面集団活動 を 規定し て い る要因か らみ た 場面

集団活動の 場 面の 分類 。   　各場 面集団活動 の 場面 に お

け る 「もo」 の 機能 と特性 。   　各場面集宙活動 の 場面

に お け る 「志向性」 の 機能 と特性。   各場面集団活動

の 場面に お け る 「集団」の 機能と特性。  　日常生 活塲

面 に お け る場面集団活動 の 規定要因の 作用の 仕方。 

場面規定要因の 違い に よ る 日常生 活場面の 多様性。  

場面集団活動 の 発展に 関す る技法。

　塲面集団活 動を 溝成 し て い る要素 と し て ，こ こ で は

．「集団 」 「もの 」「志向性」「場 面」の 4 つ を考え る。こ れ

らの要素の 中， 主 と し て ど の 要素が そ こ の 場 面 で 働 くか

と い うこ と か ら，場 面集団活動 の 規定要 因 と し て ，物 理

規定性 ・心理 規定性 ・集団規定性 ・社会規定性 ・志向規

定性 の 5 つ の 枠組 を あ げて 考察を すす め た 。

425　態度変容に関す る研 究

　　　一
子供 に 対す る母 親 の 態度に 及ぼす

　　　　　　　　　　　　　　　集団事態の 影響
一

　　　　　　　　　 原 岡 一 馬 （九州厚生年金病院）

　 目的 ； こ れ まで 実験 的に 行つ た 集団決定法 及 び 積極的

参加度の 態度変容に 及ぼす効果が ， 脳性小児 マ ヒ 児 を持

つ 母 親の 不安を 解消 し なけれ ば な ら な い とい う現場的要

謂 に も有効 で あるか ど うか を み よ 5 と す る もの で あ る 。

　方法 ： 被験者は 脳性小児 マ ヒ 児 を持 っ 母 親 29名 ， 集

団討議 の 前後に 子供に 対す る母 親の 不安度の 測定 を行つ

て ，そ の 変化をみ た 。 また ， そ の 変化度を積極的参加度，

最初 の 不安度か ら分析 した。

　結果 ；

1． 集 団決定法 に お い て 用 い て ぎた集団討議法 は，脳性

　小児 マ ヒ 児を持つ 母親の 不安を解消する手段 と して有

　効 で あ る と思 わ れ た。

2． 集団討議 へ の 積極的参加度が 大 で あ れ ぱ ，不安解消

　の 度も大 で あ っ た。

3・ 最初の 不安度が ， 不安解消 の 程度に 有意 に 影響す る

と仮定し た が，有意 と は な らなか つ た 。

426　集団力学 ・カウン セ リン グ研修会の評価

　　　　　　　 T グ ル ープを 中心 と し て

　　　○ 梁井迪子 ・関　計夫 ・篠原　忍 （九州 大 学）

　九州大学教育学部 で は 1961年 よ り毎年 1 回 ， 約 3 ヵ 月

に わ た つ て ，集団力学 ・カ ウ ソ セ リ ソ グ研修会を 催 して

い る 。 目的 は ， 集団や 個人に 対する理 解 を 深 め ， そ の 運

営 ， 管理 の 技術を 習得する こ とで ， 対象は ，主 と し て 全

国の 大学学生 部職員，約15名 で あ る 。
こ の 研修会の 主な

プ ロ グ ラ ム に ， T グ ル
ープがあ る。　 T グ ル

ープ とは ， ア

メ リ カ の NTL （Nationa正Training　Laboratory） に よ

つ て 始 め ら れ た，社会的感受性練磨の た め の 集 団で あ

る。わが国で こ の T グ ル ープ を組織的 に ，研修会 と して

行うの は ，比較的新 し い 試み で あ る。実施方法 は ，train ・

er 　 1名 ，
　 assistant 　 1名 ，

　 obse 正 ver 　 2 名 ，
　 member 　 7

人 で 構成され た グル ープ が 2 組 で ，12日間行つ た。

　 こ の グル ープ の 効果測定の た め ， 主我性一
社会性テ ス

ト等 の 調査を行っ た 。

　又 ，研修会終了 直後，及 び，半年後に ， 研修員に よ る

研修会あ評価を調 査 し た結果，研修会全体 に つ い て も，

T グ ル
ープ 臼体 に っ い て も， 後に な るほ ど評価が よ くな

つ て い る こ と が 分つ た 。

42了 ・前青年期の ギ ャ ン ゲにおけ る

　　　　　　　　 リーダーシ ッ プの
一考察

　　　　　　　　　　　 ノJ丶 林 さ え （実践女子 大学）

　〔対象と方法〕 農村 お よ び 都市の 中学 2 年生男女各 々

600名計1200名を対象 と し，質問紙法に よ り友人形成 の 調

査を し ， こ れに 事例研究を 加 え て ，gang の 集 団形態や

リ＿ダーシ ッ プ を 考察す る 。

　〔結果〕　 1 ）前 青年期の 児 童の 大部分 は ，対面的小集

団の 友人グル ープ形成を して 遊 ぶ傾向が あ る が ， 中 に は，

同 じ性 ・年令 ・｝听属そめ他ゐ条件を もつ 凝集度の 高 い ，

閉鎖的な gang を 作つ セ 遊 ぶ もの もあ る 。 2 ）gang の
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